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第 6 節 商標及び著作権侵害行為に関するロシアによる国境措置と税関 
(1)  ロシア、ベラルーシ、カザフスタン、アルメニア及びキルギスのユーラシア経済連合

における知的財産権のための国境措置の概要 
(a)  国境措置の一般的状況 

ロシアはユーラシア経済連合(以下「EAEU」)加盟国である。 2015 年にはロシア、ベラルーシ、カザ

フスタン、アルメニア、キルギスの 5 カ国が同連合に加盟している。連合内に税関はないので、いずれ

かの国に入る商品は連合の他の加盟国内を自由に移動できる。ただし、これによって、特定の国の特定

の市場で権利侵害と闘うことが妨げられることはない。連合の全加盟国で同じ商標を登録することが推

奨される。さもないと関連商標が未登録の国に商品が自由に入り、その後、その商標が登録されている

国に移ることが可能となる。一旦国境を越えると(税関による監視なしに)、製品は権利侵害品となり、

市場で闘わなければならなくなるが、それは国境で税関によって商品を留置するより難しい。 

連合内の税関の業務はユーラシア経済委員会によって調整される。委員会は知的財産保護活動の調整

のために 2014 年 11 月 12 日付けで協定案 No. 104 を作成した。協定草案は権利侵害と闘う際の加盟国

政府機関間の活動の調整について定めている。EAEU に統一税関登録簿が導入される予定だが、実際の

導入時期は未定である。 

(b)  ロシアにおける国境措置の特徴 

ロシア税関は国内でも最も効果的な執行機関の一つである。連邦税関局(FCS)率いる税関には多数の

部門及び検問所がある。ほぼすべての地域及び都市に税関ポストがある(下記の図を参照)。 

 

連邦税関局の公式サイトより。 
(http://customs.ru/index.php?option=com_centstruct&view=struct&Itemid=1826)  

 

税関は税関連合税関規約(以下「CCCU」)及び 2010 年 11 月 27 日付けの「ロシア連邦税関規則に関

する」連邦法 No. 311-FZ(以下「LCR」)に基づいて運営する。CCCU には税関管理に関する総則が含ま

れる。LCR は税関についての各国ごとの規制及び権限を定める。ロシアには税関登録簿があり、著作物

及び商標を記載することが認められている。特許権者が近々に特許取得製品の輸入があることを知らせ

ウラル税関 
(エカテリンブルク） 
税関支所-8 
税関ポスト-49 
連邦構成体-6 

FCS 直轄の税関支所 
 
税関支所-10 
税関ポスト-69 
連邦構成体-2 

中央税関 
(モスクワ) 
税関支所-14 
税関ポスト-112 
連邦構成体-18 

北西税関 
(サンクトペテルブルク) 
税関支所-11 
税関ポスト-88 
連邦構成体-11 

南税関 

(ロストフ・ナ・ドヌ) 

税関支所-8 
税関ポスト-50 
連邦構成体-13 

北コーカサス税関 
(ミネラリヌィエ・ボドィ) 
税関支所-4 
税関ポスト-18 
連邦構成体-7 

沿ボルガ税関 
(ニジュニ・ノヴゴロド) 
税関支所-9 
税関ポスト-40 
連邦構成体-15 

シベリア税関 
(ノヴォシビルスク) 
税関支所-12 
税関ポスト-68 
連邦構成体-12 

極東税関 
(ウラジオストク) 
税関支所-11 
税関ポスト 47 
連邦構成体-10 
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ると、税関はしばしば協力するが、これは義務ではなく善意から行われることである。税関には特許権

侵害を国境で監視する義務はないため、善意から行っている。税関がなしうる最善のことは、特許権者

が以前(情報提供として)記述していた疑義品が国境を渡ったと特許権者に通知することである。特許権

者としては、速やかに裁判所に対して(仮の)差止め措置を求めるとともに、民事訴訟を提起しなければ

ならない。 

商標は無料で登録簿に記載できる。登録簿への商標登録期間は最大 2 年間で、無制限に更新できる。

提出書類の有効期限によって、税関は 1 年又は 2 年間商標を記録する。 

商標が登録簿に記載されると、税関はその標章が記された商品の輸入を監視する。そのような商品が

未知の輸入者によって輸入される場合、税関職員は 10 営業日にわたって(さらに 10 日間延長可能)商品

の発売を差止め、権利者に状況を知らせて、偽造の疑いのある商品のサンプルを入手し、検証、撮影そ

の他の方法で証拠書類を収集できるようにする。 

税関に疑わしい商品を差止める権限を与える主な目的は、商品が自身の権利を侵害するかどうか権利

者が確認し、侵害であれば訴訟の提起を可能にすることである。権利者はさまざまな司法救済を申し立

てることによって自身の権利を行使できる。 

侵害の場合、権利者は税関に対応を求め、税関が行政手続を開始して侵害者を裁判に訴えられるよう

にすることができる。あるいは、権利者は損害賠償を求める民事訴訟を提起することができる。 

20 日以内に訴訟を起こすことができないと、商品はリリースされることになる。差止め通知への対応

を怠り続けることは商標を税関登録簿から除外する根拠となりうるが、そのような事例はこれまでのと

ころない。商標が税関登録簿に登録されていない場合でも税関は疑わしい商品を押収する権利(ただし義

務ではない)を有するが、期間は 7 日間に限られる。税関はこの処置をまれにしか用いないため、商標の

税関登録簿への登録を強く推奨する。 

(c)  並行輸入品 

並行輸入品は模倣品と同じ扱いを受けるが、知的財産権者は民事訴訟のみを提起できる点が異なる。

税関が行政訴訟を提起できない理由は、最高商事裁判所によって判示されたように、並行輸入品は公益

には影響せず、知的財産権者の利益のみに影響するためである。実際に、最高商事裁判所は、模倣品に

は 2 種類――商標が製品に不法に付されたものと、ラベルの付いた製品が商標権者の許可なくロシアに

輸入されたもの――あると説明した。当初、司法の判断は一律ではなかったが、多数の判例を経て、裁

判所は商標権者を支持する判決を言い渡すことが慣例となった。商標権者に不利となる判例はまれだが、

それは主張が妥当でないことが理由だった。 

並行輸入の状況は明らかに商標権者に有利であることを踏まえ、並行輸入業者は並行輸入の自由化を

求めロビー活動をするようになった。実際に、2020 年までに医療機器、医薬品及び自動車のスペア部

品の輸入を自由化する法案も提出されている。この法案では、ロシア国内で生産する製造者に対しては

並行輸入禁止が継続される。もっともこれはまだ法案でしかなく法律になっているわけではないことに

留意する必要がある。これらの法案のうち、どの程度が実現するかはわからない。ロシアはユーラシア

経済連合加盟国なので、この件は国際レベルで判断される。2016 年初頭現在、並行輸入自由化に向け

た進展は見られない。その間、EAEU の新加盟国は他の EAEU 加盟国に合わせて 2018 年までに地域的

な権利の消尽を導入する義務を負う。 

なお、民事訴訟で当該並行輸入が違法とされた場合は、その輸入品の処理が問題となるが、輸入者が

税関当局に対してそれを(元の輸出国へ)再輸出することを請求することができるとされる。税関規則
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286 条による措置である。当該事案が裁判所により、原告による違法に輸入された商品の破棄請求につ

いて審理された場合には、その請求について判決を出すことになる。あるいは、当事者間で和解契約を

して被告側は選択肢として当該商品を再輸出することができるようになることがある。並行輸入品が商

標権者の同意により孤児院に送られたというケースもあった。 

(d)  実例 

重要判例の一つが、商標権者が並行輸入業者を訴えた BMW の事例である。訴訟は 2010 年に始まり、

訴えは第一審裁判所に棄却された。商標権者は上訴し、上訴は受理された。判決を覆そうと、並行輸入

業者もあらゆる理由に基づいて上訴をしたが認められなかった。事件は控訴裁判所、破毀審で審議され、

第一審裁判所に差し戻された。結局並行輸入は禁止され、2014 年に商標権者は賠償金及び裁判に要し

た費用を勝ち取った。並行輸入業者はアルメニアがユーラシア経済連合に加盟したことが「新たな事情」

に該当することを理由に、2015 年に再審理を求めたが、これも棄却された。 

起業家がオリジナル化粧品を輸入販売した事例では、警告された後も並行輸入品を販売し続けたため、

結果的に検察が刑事訴追し、国家が勝訴して侵害者は過料を言い渡された。 

(2)  ロシア税関の組織 
連邦税関局(FCS)は国の執行機関であり、ロシア連邦政府の直接の管理下にある。 

2015 年 の FCS 局長 はアンド レイ・ユ リエビッ チ・ベリ ヤニノフ (Andrey Yurievitch 
BELYANINOV)氏である。 

 

FCS の主な職務は以下の通りである： 
 税関検査 
 通関手数料の徴収 
 税関認定通関業者の税関登録簿の管理 
 商品明細及びコード登録簿の管理及びその登録簿に基づく商品の分類 
 税関法及び規制違反の除去 
 国際事業関係者へのコンサルティング(無償) 

 
組織 

FCS 本部には職務別に 21 の部局がある： 

1. 税関手続管理総局 
2. 財務会計総局 
3. 税関手続規制総局 
4. 連邦税関歳入・関税率規制総局 
5. 密輸規制総局 
6. 調達兵站総局 
7. 情報技術総局 
8. 関税調査総局 
9. 分析局 
10. 監査局 
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11. 法務局 
12. 法整備法律支援局 
13. 国家雇用人事局 
14. 国家保安局 
15. 通関検査局 
16. 税関協力局 
17. 税関統計分析局 
18. 関税品目分類局 
19. 貿易制限通貨輸出管理局 
20. 渉外局 
21. 業務管理局 

8 カ所の地域税関： 

1. 中央税関 (CTU) 
2. シベリア税関 (STU) 
3. 北西税関 (SZTU) 
4. 南税関 (JTU) 
5. 沿ボルガ税関 (PTU) 
6. ウラル税関 (UTU) 
7. 極東税関 (DVTU) 
8. 北コーカサス税関 (SKTU) 
 

FCS の地域構造は以下の通りである： 

 

FCS 本部の住所は 121087, Moscow, Novozavodskaya str., 11/5. 

FCS ウェブサイトは http://www.customs.ru (http://eng.customs.ru/ - 英語版). 

地方税関ポスト  
(69) 

FCS 本部 

地域税関 
(8) 

直轄税関  
(8) 

地方税関支所 
(77) 

地方税関ポスト  
(481) 
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(3)  税関の知的財産権保護の職務 
LCR に基づき、税関は知的財産対象物の侵害に対して職権により行動する権限を与えられている。知

的財産権侵害の証拠が明らかとなり、なおかつロシア連邦領内で権利者に関する情報を入手できる場合、

税関は知的財産対象物に係る商品を(そのような対象物が税関登録簿に記載されていない場合でも)7 営

業日にわたって差止める権限を有する(登録簿に記録されていれば 10 日間)。商品の差止めの場合、税関

当局は権利者及び輸入者に遅くとも商品の差止めを行った翌日までに知らせる。加えて、税関当局は権

利者に必要な情報を要求する権限を有する。権利者について税関当局が入手できる情報が確認されなか

った場合、又は権利者(又は代理人)が税関当局にそのような判断の撤回を求めた場合、商品の差止めの

決定は商品の差止め期間終了前に取り消される。 

(4)  ロシア税関規則の条項 
通常ロシア税関は CCCU 及び LCR、並びに行政違反法に基づいて職務を行う。 

CCCU には税関管理についての総則が記載され、いくつかの権限を税関に与える。LCR はより詳細

な各国ごとの規制と権限を税関に与えており、行政違反法は商標及び著作権侵害事例の具体的救済措置

を規定している。 

LCR 第 305 条(2)によれば、税関に保護される知的財産権は、税関登録簿に記載された著作権及び著

作隣接権、商標、サービスマーク及び地理的表示である。特許は技術的解決策であり、税関職員には判

断が困難であることから、保護の対象となっていない。 

(5)  行政違反法の条項 
上記の第 2 章第 5 節第(1)項を参照(p.123)。 

(6)  知的財産権侵害商品の押収に必要な書類 
基本的に、商品の押収及び廃棄を要求するには、税関に以下の書類を提出する必要がある。 

 商標権者又はその代理人からの請願書(簡易署名)――行政訴訟の提起及びそれに続く模倣品破棄

の根拠として必要とされる 
 商標権者発行の代理人の委任状(公証及びアポスティーユによる認証)――代理人によって請願書

が提出される場合は代理人が商標/著作権者に代わり行動する権限を確認しなければならない 
 ロシア商標登録簿/国際商標登録簿の抄本(又は公証された写し)――商標が税関登録簿に記載され

ていない場合には、当該商標が実際に有効かつ行使可能であるとの正式な確認としてこの文書

が必要とされる。 
 

すべての書類は原本又は公証された写しでなければならない。書類がロシア語以外の言語で交付され

ている場合は、公証されたロシア語訳をつけなければならない。 

委任状の見本は次の通りである： 
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委任状 

_____________________________________________________ 

(これより「本人」とする) 

住所    

ここに、下記の者に対し、以下について、その権限を認める。 

Ivanov Ivan Ivanovich (パスポート番号  12 34 123456, 発行者  OVD-115 発行年月日 
11.11.2011) 及び 

Law firm “Daisy” LLC (Russia 123456 Moscow, Red Square, 1, OGRN XXXXXXXXXXX) 

ロシア連邦裁判所、仲裁裁判所、ロシア連邦内務省機関、ロシア連邦検察局、連邦裁判所執行

局、連邦税関局、連邦反独占局(FAS)、Rospatent、その他の政府機関、公共機関、法人、個人及びそ

の他の第三者に対して本人を代表すること。 

上記の権限を与えられた者は、あらゆる行政訴訟、仲裁事件、民事又は刑事訴訟において、本

人に代わり以下をはじめとする法的手段を履行する権限を付与される。すなわち、訴訟、反訴、請

求、上訴、申立及び類似する性質の書類及びそれらへの答弁書類に署名の上これを提出すること、一

時的救済の申立書に署名の上これを提出すること、仲裁裁判所へ提訴すること、請求の全部又は一部

が無効であると宣言し、又は訴訟内容を認めること、訴訟の根拠又は対象物を変更すること、友好的

な合意又は事実に係わる合意に至ること、新事実の発見を理由として訴訟の再審理を求める請願書に

署名の上これを提出すること、裁判所の判決、決定、命令、裁決及び措置を受け入れる、又は異議を

申し立てること、執行命令を得ること、手数料を支払い、その返金/受領を要求すること、裁判の審理

に出廷すること、書類の提出及び受領を行うこと、証拠を探して提出すること、証拠の公証された証

明書を入手すること、証拠調べに参加すること、判事及び手続への他の参加者を変更すること、裁判

所の判決、決定その他の裁決の修正を求めること、専門家を指名及び異議を唱えること、被告に異議

を唱えること、請求を申立て、受け入れ、拒否すること、書類を閲覧すること、裁判所の判決、決

定、命令その他の裁決の強制執行を求めること、執行官の行為及び措置に異議申立てを行うこと、回

収の執行命令を提示し、金銭支払い命令又は他の財産を受け取ること、本人の商標及び著作権対象物

の知的財産物の税関登録簿への登録及び更新に必要な措置をとること、認定輸入業者リストの変更を

含めた、知的財産物の税関登録簿へあらゆる変更を挿入するために必要な措置を講ずること、本人に

代わり損害填補保証書に署名すること、認定輸入業者のリストに署名すること、損害賠償保険に基づ

き署名、執行、提出及び支払いを行うこと、模倣品とされる商品の発売差止めの申立書を提出するこ

と、模倣品とされる商品の押収通知を受け取ること、発売差止めとなった商品の検査結果、見本を入

手し、その分析を行い、その写真を検証し、又はその他の方法で確定させること、専門家の意見を書

面で用意すること、情報及び書類を要求すること、模倣品とされる商品の押収期間延長を求めるこ

と、本人に代わりその他の法的行為を実施すること、並びに本委任状に基づき権限を第三者に委譲す

ること。 

本委任状は 5 年間有効とする。 

________________ _______________ ___________________ 
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(署名者の役職) (署名)  (署名者の氏名) 

日付： ____________ 署名地：_____________ 会社印： 

公証及び認証を要する 

 

この委任状は見本である。商標権者が特定の委任状発行を希望する場合は、以下の文言を含める必要

がある： 

「…上記の権限を与えられた者は、輸入者(TIN) 231200604729)による商標“XXXXXXX”を付した商

品の輸入に関連するあらゆる行政訴訟、民事又は刑事訴訟において本人に代わり、以下を含む法的行為

を行う権限を付与される…」 

 

(商標侵害に対する)税関への申立ての見本は以下の通りである： 

特定税関 宛 

住所： Certain city, 123456, Some str., 1. 

行政違反法第 14.10 条に基づく行政責任に係る申立て   
 

OWNER の住所に所在する「OWNER」社は、特に区分 XX の商品を対象とする商標

“XXXXXXXX”(登録番号 XXXXXX))の権利者である。当該商標に関する商標登録簿の抄本を証拠書

類 1 として同封する。  

(弊社は、証拠書類 2 として同封の委任状に基づく「OWNER」社の代理人である。) 

(商標“XXXXXX”は、連邦税関局の 2014 年 1 月 1 日付け決定 No. XXXXXX に従って知的財産物

の税関登録簿に登録されている。) 

特定税関の書状により、IMPORTER (INN) が総数 XXXX 点の輸入品、すなわち「商品の種

類」のロシアへの輸入申告を行ったことを知るに至った。商品の製造者は MANUFACTURER と

表示され、荷送人は CONSIGNOR と表示されている。 

一方、上記の商品は次の理由により模倣品である： 

‐ 輸入品の標章が登録商標「TRADEMARK」 No. XXXXXXXX と混同を生ずるほどに類似して

いる； 
‐ OWNER は IMORTER にも MANUFACTURER にも商品に自身の商標を使用する権利を与

えていない；  
‐ OWNER と MANUFACTURER 又は IMPORTER の間にいかなる契約も存在しない；; 
‐ 模倣品のその他の具体的特徴を示す。 
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民法第 1484 条(3)によれば、識別のために商標が登録された商品又はその類似商品につき、商標

権者の商標に類似した標示の使用による混同のおそれがある場合、何人も、商標権者の許可なく当

該類似標示を使用する権利を有しない。 

民法第 1477 条(1)によれば、商標の排他的権利はロシアで保護されている。 

民法第 1229 条(1)によれば、権利者は、他人が知的活動の成果又は識別手段を使用することを自

己の裁量で許諾し又は禁止することができる。禁止しないことをもって、同意(許諾)とされること

はない。商標権者の同意を得ない商標の使用は違法であり、罰せられる。 

民法第 1515 条(1)によれば、商標又は混同を生ずるほど類似した標章が違法に貼付された商品、

ラベル及び商品の包装は、模倣品とみなされるものとする。したがって、IMPORTER によって輸

入された商標 XXXXX を付した商品は模倣品である。 

行政違反法第 14.10 条は、類似商品への登録商標の違法な使用に対する行政責任を規定してい

る。 

前述を考慮し、民法第 1559 条、第 1229 条、第 1484 条及び行政違反法第 14.10 条に従って、

に行政責任を負わせるために必要なあらゆる措置を講ずるよう要請する。 

 

署名 

役職 

日付 

著作権侵害に関連する申立ては、法律の別の条項に基づくため、少し異なる。 

 

(7)  税関における登録制度 
税関の知的財産登録簿に商標/著作権を登録するには、権利者(その代理人)が申請書を提出しなければ

ならない。申請書では一又は複数の知的財産権を指示し、以下の基本情報/証拠書類を添付することがで

きる： 

 委任状(公証及びアポスティーユによる認証) 
 国家商事登録簿からの商標権者の事業者証の抄本又は法人設立認可証(公証及びアポスティーユ

による認証) 
 損害填補保証書(公証及びアポスティーユによる認証) 
 商標登録証(国内標章)/登録証(国際標章)のそれぞれの簡易(スキャンした)写し 
 国際商標登録簿からの国際標章の原本(WIPO 発行) 
 著作権を確認する文書(登録証、寄託証) 
 税関登録を求める、商標/著作権を有する商品の正確なリスト 
 (Rospatent に)登録された許諾契約の簡易(スキャンした)写し(ある場合) 
 (Rospatent に)登録された譲渡証の簡易(スキャンした)写し(ある場合) 
 販売店契約書の簡易(スキャンした)写し(ある場合) 
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 (職務著作物の場合)雇用契約書の簡易(スキャンした)写し 
 著作権譲渡を確認する契約書の簡易(スキャンした)写し 
 すべての認定(及び既知の未認定)輸入業者/申告者及びそれぞれの納税者番号(ロシアでは「INN 

(Tax Identification Number のロシア語省略形)」)のリスト 
 認定輸入業者/申告者の税関の知的財産登録簿への登録の同意書(公証及びアポスティーユによる

認証) 
 すべての認定(及び既知の未認定)輸出業者/荷主のリスト 
 すべての認定(及び既知の未認定)製造者/生産者のリスト 
 主な税関ポスト及び真正商品(及び判明している場合は模倣品)の通関を行う場所 
 模倣品を識別する主な特徴 
 真正商品を識別する主な特徴 
 真正商品(及び模倣品)の写真、実物及び/又は見本(ある場合) 
 真正商品(及び模倣品)に使用されているラベル、タグ、ステッカー(ある場合) 
 ロシア市場における模倣商標商品の存在に係る既知の事実に関する情報(税関通知、停止通告書

の写しなど) 
 

商標権者/著作権者は、自己の裁量により、国境管理及び押収のために重要不可欠とみなす対策の申請

書にその他の関連情報及び/又は証拠書類を追加し、添付することができる。税関はこれを受理するもの

とする。 

申請書が連邦税関局に提出されると、担当官は同封された証拠書類とともにこれを審査し、30 営業日

以内に書面により肯定的な決定(又は拒絶)を申請者(商標権者/著作権者)に通知しなければならない。追

加書類又は情報が必要な場合、2 か月まで期間を延長できる。連邦税関局の決定が肯定的である場合は

商標権者/著作権者にその旨を通知し、(1 か月以内に)物的損害補償(契約書)(損害填補保証書)の提出を求

める。そのような保険契約が適用される損害賠償は、それぞれの知的財産対象物につき少なくとも年間

30 万ルーブルとする。よって、申請日から連邦税関局の最終決定まで、税関登録手続が完了するまでに

は通常およそ 2、3 か月かかる。対象の商標/著作権が税関の登録簿に記載されると、そのような登録は

ロシア領内のすべての税関当局に義務づけられる。 

EAEU 加盟国署名の条約は、知的財産保護の強化及び加盟国領内での地域的な商標権の消尽を宣言し

ている。よって、税関及び国境警備により、模倣品並びに並行輸入品/輸出品の EAEU 加盟国への出入

りを止めるには、すべての EAEU 加盟国の税関で商標権を適切に保護することが妥当である。これら

の地方税関登録の前提条件は、各国の特許庁を通じた確実な商標保護だろう。 

全加盟国を対象とする EAEU の統一税関登録簿は現時点では導入されてない。ただし、一旦運用可

能となれば、税関による商標保護を最大限広範囲に適用するために、商標を当該統一登録簿に登録する

ことが望ましい。 

商標/著作権を税関登録簿に登録すると、権利者は連邦税関局に要請書を提出してそのような登録簿に

記載された情報を修正することができる。特に、認定輸入業者のリスト(ホワイトリスト)又は既知の未

認定輸入業者のリスト(ブラックリスト)について、そのような企業の正式名、住所及び VAT 番号を示す

書面による要請書を提出して、リストを変更することができる。 

(8)  税関における保証書及び/又は担保証書 
法律は、商標又は著作権の税関登録簿への登録について公的手数料を定めていない。商標/著作権の当

該登録簿への登録手続に従って権利者が支払う手数料は、税関局に提出する損害賠償保険に基づく保険
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料のみである。 

保険契約は権利者の不法行為により輸入業者が被った物的損害補償義務に適用される(損害填補保証

書)。そのような保険契約が適用される損害賠償は、それぞれの知的財産対象物につき少なくとも年間

30 万ルーブルとする。 

当該保険料の金額は保険会社が計算し、通常は保険を付ける金額、登録対象となる商標/著作権の件数

及び対象の商標/著作権が保護される商品/著作物によって決まる。 

(9)  権利者への情報開示 
権利者は税関当局から発売差止めの決定が出された商品に関する情報を入手し、商品の見本及び実物

を得ることができる(LCR 第 308 条(3))。通常、商品の差止め通知には以下の情報が記載されている： 

 輸入者に対して 
o 税関申告書番号 
o 決定が出された商品の説明(商標に関する情報を含む) 
o 商品の模倣とされる特徴 
o 停止期間 
o 権利者(その代理人)の氏名及び住所 

 権利者(その代理人)に対して 
o 商品の差止め決定を出した税関の部署に関する、住所、電話及びファクス番号、

電子メールなどの情報 
o 申告者(輸入業者)の氏名及び住所 
o 差止められた商品のある場所 
o 決定が出された商品の説明(商標に関する情報を含む) 
o 商品の模倣とされる特徴 
o 決定の出された日 
o 停止期間 

 
差止められた商品の写真を通知に添付することができる。 
 

(10)  倉庫保管費用などの負担 
通常、差止められた模倣品とされる商品は税関の一時保管倉庫に置かれる。 

税関はそのような商品の保管に対して保管料の支払義務を課す(LCR 第 128 条(1)の第 3 号)。当該支

払いは輸入者が行うものとする(LCR 第 114 条(6))。 

ただし、CCCU 第 331 条(5)は、自身の権利侵害が証明されない場合、知的財産権者が輸入者に損害

賠償する義務を定めている(支払われた保管料を含む)。 

裁判所は、知的財産権を侵害している、すなわち模倣品であると判断した商品について、いかなる補

償もなく、流通過程から排除し、廃棄することを命じる権限を有する(民法第 1252 条(4))。廃棄の費用

は国家が負担するものとする。 

(11)  税関との連絡及び情報提供 
税関との連携の重要性及び税関への適切な情報提供の必要性については、強調しておく必要がある。 
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知的財産権を税関登録簿に登録することで、より多くの情報が税関に提供され(すなわち、認定及び既

知の未認定輸入業者/製造者、既知の模倣品輸入ルートなど)、模倣品を発見し差し止める可能性が高ま

る。知的財産権者は知的財産権を税関登録簿に登録して提供した情報の変更又は更新を税関に知らせる

義務を負う(住所変更など)。 

また、知的財産権者の申立に基づき輸入業者に対して行政訴訟が起こされた場合、税関は知的財産権

者から追加的情報による支援を必要とする。そのような支援がなければ、税関は侵害の事実を証明でき

ず、訴訟は取り下げられ、模倣品は輸入業者に返却されて、国内市場に流通することになる。 

加えて、例えば、知的財産権者が自身の権利を侵害する可能性のある商品が近々配送されることに気

づいた場合に、税関に直接申し立てることが可能である。この場合は税関に請願書を提出することがで

き、税関はそれを検討することが義務づけられる。 

(12)  税関の押収の関連機関及び専門機関 

税関地域支部の連絡先電子メール 

1. 中央税関： ctu-info@ctu.customs.ru  

2. シベリア税関： STU_ODO@STU.customs.ru 

3. 北西税関： sztu-mail@sztu.customs.ru 

4. 南税関： jtu_odo@jtu.customs.ru 

5. 沿ボルガ税関： ptu-customs@ptu.customs.ru 

6. ウラル税関： utu-odo@utu.customs.ru 

7. 極東税関： dvtu_odo@ca.customs.ru 

8. 北コーカサス税関： odo@sktu.customs.ru 

残念ながら、税関は商品製造に関する捜査は行わない。ただし、警察(内務省)など、そのような捜査

の権限を有する国家機関がある。警察に知的財産権侵害を訴える請願書を提出することができ、警察は

請願書の情報を確認する。 

警察の連絡先： 

警察のウェブサイト http://mvd.ru/  (http://en.mvd.ru/  -英語版) 

電話： (495) 667-72-64 

住所： Russia, Moscow, Sadovo-Sukharevskaya str., 11 

加えて、特許代理人及び商標弁理士と協力して必要な情報の収集が可能な、調査会社及び民間調査員

が多数存在する。 

(13)  近隣諸国からの模倣品阻止方法 

近隣諸国からロシアへの模倣品侵入防止に効果的と言えるのは次の方法(措置)である： 

1) EAEU 全加盟国の特許庁への商標登録 
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2) EAEU 全加盟国の税関の知的財産登録簿への商標登録 

3) 統一税関知的財産登録簿への商標登録(運用開始時) 

4) 関連管区で侵害があった場合に商標権を施行 

5) 裁判所の判決に関する報告書の公表 

6) EAEU 加盟国の市場の監視 

(14)  税関における模倣品押収通告の実例 
ケース 1 

2015 年 10 月にウラジオストク税関により行政違反法第 14.10 条第 1 部に基づく行政訴訟が起こされ

た事例(商標の不正使用)。  

税関当局は立ち入り検査中に中国から輸入された立体玩具を発見した。当該玩具

は、Seven Towns Limited 社が保有する立体商標「ルービックキューブ」に混同を

生ずるほど類似していた。ウラジオストク税関は商標権者の代理人に必要な通知を

送付した。代理人からの回答によれば、輸入された玩具は Seven Towns Limited が

保有する立体商標に混同を生ずるほど類似している。商標権者は当該商品の生産及びロシアへの輸入を

認めていなかったため、当該輸入品は確かに模倣品である。したがって、商標権者の代理人は輸入業者

に行政責任を負わせるように求めた。 

ケース 2 

カリーニングラード税関の職員が玩具の模倣品のロシア連邦への輸入を防いだ事例。 

2 社が中国からの 3 回の積み荷を受け取るためにバルチースク税関ポスト(カリーニングラード州)に
税関申告書を提出した。通関中に職員は、輸入された 2400 個のパズル«Planes»、480 台の玩具の車

«IPhone»及び 360 個のガラガラ«Happy baby»の包装に保護された商標が付されていることに気づいた

が、輸入業者は職員にそのような商標の使用許可証を提示することができなかった。したがって、商品

は差し止められた。 

税関からの要請に応じて、商標権者の代理人はそのような商品の製造及び輸入は許可されていなかっ

たことを確認した。その回答に基づき、税関職員は行政違反法第 14.10 条第 1 項に従って 3 件の行政訴

訟を起こした。 

カリーニングラード州商事裁判所は 3,240 個の玩具を模倣品と認め、それらの廃棄を命じたるととも

に、輸入業者に過料を科した。 

ケース 3 

クラスノヤルスク税関によって模倣品が発見された事例。 

クラスノヤルスク税関によって模倣品(100 点以上の衣服)が発見された。 

ロシア企業によって輸入された衣服には登録商標「SOCHI 2014」に混同を生ずるほど類似する文字

標章「SOCHI 14」が付いていた。ところが、当該商標の使用権を確認する書類が輸入業者から提出さ

れなかった。権利者の代理人も荷主及び荷受人に当該商標の使用許可を与えていないことを確認した。 
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クラスノヤルスク地方商事裁判所は輸入業者に過料を科し、模倣品を押収・廃棄した。 

 

(15)  税関押収の抑止効果 

国境での監視や、模倣品の押収及び廃棄、税関登録簿に基づく取締りは、模倣品対策としては効率的

かつ実践的な制度であるとみなされている。国境での監視や押収は、侵害に対する適切な法的救済を利

用する機会を権利者に提供することになるため、きわめて信頼できることが証明されてきた。それらの

対策が実際に抑止効果を持ってきたことは、自身の輸入業務が合法かどうかという輸入業者からの照会

が多数寄せられていることからも明らかである。裁判所に過料を科された後、同じ輸入業者が同じ商標

を付した商品を輸入しようとする事例はない。  

第６節　商標及び著作権侵害行為に関するロシアによる国境措置と税関
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関税同盟関税基本法 

Таможенный кодекс  
таможенного союза 

Customs Code  
of the Customs Union 

(Приложение к Договору о Таможенном кодексе 
таможенного союза от 27 ноября 2009 года) 

(Annex to the Treaty on the Customs Code of the 
Customs Union of November 27, 2009) 

(извлечения) (excerpt) 

Глава	46.	Особенности	совершения	таможенных	
операций	в	отношении	товаров,	содержащих	
объекты	интеллектуальной	собственности	

Chapter 46  
Features of Customs Operations in Respect of 

Goods Containing Intellectual Property Subject-
Matters 

Статья	328.		 Меры	 по	 защите	 прав	 на	
объекты	 интеллектуальной	
собственности,	 принимаемые	
таможенными	органами	

Article	328.		 Measures	 to	 Protect	 Rights	
of	 Intellectual	 Property	
Subject‐Matters	 Taken	 by	
Customs	Authorities	

1. Таможенные органы в пределах своей компетенции 
принимают меры по защите прав правообладателей на 
объекты интеллектуальной собственности в порядке, 
установленном настоящей главой. 

1. Customs authorities, within their competence, 
shall take measures to protect the owners’ rights to 
the intellectual property subject-matter in the manner 
prescribed by this Chapter. 

2. Меры по защите прав на объекты интеллектуальной 
собственности не применяются таможенными органами 
в отношении товаров, перемещаемых через 
таможенную границу: 

2. Measures to protect the rights of intellectual 
property subject-matters shall not be applied by the 
customs authorities in respect of goods transported 
across the customs border: 

1) физическими лицами для личного пользования, в том 
числе пересылаемых в их адрес в международных 
почтовых отправлениях; 

1) by individuals for personal use, including those 
sent to them by international mail; 

2) в соответствии с таможенной процедурой 
таможенного транзита; 

2) in accordance with the customs procedure of 
customs transit. 

3) дипломатическими представительствами, 
консульскими учреждениями, иными официальными 
представительствами иностранных государств, 
международными организациями, персоналом этих 
представительств, учреждений и организаций, для 
официального и личного пользования. 

3) by diplomatic missions, consular offices, other 
official representative offices of foreign states, 
international organizations, staff of these offices, 
agencies and organizations for official and personal 
use. 

3. Меры по защите прав на объекты интеллектуальной 
собственности, принимаемые таможенными органами, 
не препятствуют правообладателю прибегать к любым 
средствам защиты своих прав в соответствии с 
законодательством государств - членов таможенного 
союза. 

3. Measures to protect the rights to the intellectual 
property subject-matters, taken by the customs 
authorities do not prevent the holder to resort to any 
means to protect their rights in accordance with the 
laws of the Member States of the Customs Union. 
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4. Таможенные органы принимают меры по защите 
прав на объекты интеллектуальной собственности, 
таможенный реестр которых ведется данными 
таможенными органами в государстве - члене 
таможенного союза, и объекты интеллектуальной 
собственности, включенные в единый таможенный 
реестр объектов интеллектуальной собственности 
государств - членов таможенного союза, а в 
соответствии с законодательством государств - членов 
таможенного союза также в отношении объектов 
интеллектуальной собственности, не включенных в 
такие таможенные реестры. 

4. The customs authorities shall take measures to 
protect the rights to the intellectual property subject-
matters, customs register of which is kept by the 
respective customs authorities in the Member State 
of the Customs Union, as well as the right to the 
intellectual property subject-matters included in the 
Common Customs Register of Intellectual Property 
Subject-Matters of the Member States of the 
Customs Union, and, in accordance with the law of 
the Member States of the  customs union, also in 
respect of intellectual property subject-matters not 
included in such customs registers. 

Статья	329.		 Срок	 защиты	 прав	 на	 объекты	
интеллектуальной	
собственности	 таможенными	
органами	

Article	329.			 Term	of	Protection	of	Rights	
to	 Intellectual	 Property	
Subject‐Matters	 by	 Customs	
Authorities	

Срок защиты прав правообладателя на объекты 
интеллектуальной собственности устанавливается при 
включении объектов интеллектуальной собственности 
в таможенные реестры, которые ведутся таможенными 
органами в государствах - членах таможенного союза, и 
единый таможенный реестр объектов 
интеллектуальной собственности государств - членов 
таможенного союза с учетом срока, указанного 
правообладателем в заявлении, но не более 2 (двух) лет 
со дня включения в такие реестры. 

Term of protection of the owner’s rights to 
intellectual property subject-matters is established 
upon the inclusion of the intellectual property 
subject-matter in the customs registers kept by the 
customs authorities in the Member States of the 
Customs Union, and in the Common Customs 
Registry of Intellectual Property Subject-Matters of 
the Member States of the Customs Union, subject to 
the term specified by the owner in the application 
but not more than two (2) years from the date of 
inclusion in the registers. 

Указанный срок может быть продлен на основании 
заявления правообладателя неограниченное количество 
раз, но каждый раз не более чем на 2 (два) года, при 
условии соблюдения требований, предусмотренных 
настоящей главой. 

This term may be indefinitely extended upon the 
owner’s request but each time for no more than 2 
(two) years, subject to the requirements of this 
chapter. 

Срок защиты прав правообладателя на объекты 
интеллектуальной собственности не может превышать 
срока действия прав правообладателя на 
соответствующий объект интеллектуальной 
собственности. 

Term of protection of the owner’s rights to the 
intellectual property subject –matter may not exceed 
the term of the owner’s rights to the appropriate 
intellectual property subject-matter. 

Статья	330.		 Таможенные	 реестры	 объектов	
интеллектуальной	
собственности	

Article	330.			 Customs	 Registers	 of	
Intellectual	 Property	
Subject‐Matters	

1. На основании заявлений правообладателей объекты 
интеллектуальной собственности включаются 
таможенными органами в таможенный реестр объектов 
интеллектуальной собственности, который ведется в 
таможенном органе государства - члена таможенного 
союза в порядке и на условиях, установленных 
законодательством государств - членов таможенного 
союза. 

1. Based on the owners’ applications, the intellectual 
property subject-matters shall be included by the 
customs authorities at the customs register of the 
intellectual property subject-matters which is 
maintained by the customs authorities of the 
Member State of the Customs Union, on the terms 
and conditions established by the laws of the 
Member States of the Customs Union. 
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2. Таможенный орган включает в таможенный реестр 
объектов интеллектуальной собственности, который 
ведется в таможенном органе государства - члена 
таможенного союза, объекты интеллектуальной 
собственности, которые подлежат защите на 
территории государства - члена таможенного союза, в 
соответствии с законодательством этого государства. 

2. Customs authority includes in the customs register 
of intellectual property subject-matters which is 
maintained by the Customs authorities of Member 
States of the Customs Union, the intellectual 
property subject-matters which are to be protected in 
the territory of a Member State of the Customs 
Union, in accordance with the laws of this State. 

3. Условия включения объектов интеллектуальной 
собственности в единый таможенный реестр объектов 
интеллектуальной собственности государств - членов 
таможенного союза и порядок его ведения 
определяются международным договором государств - 
членов таможенного союза. 

3. Conditions for inclusion of the intellectual 
property subject-matters in the Common Customs 
Registry of Intellectual Property Subject-Matters of 
the Member States of the Customs Union and the 
order of keeping the Registry are determined by an 
international agreement of the Member States of the 
Customs Union. 

Статья	331.		 Приостановление	 выпуска	
товаров,	 содержащих	 объекты	
интеллектуальной	
собственности	

Article	331.			 Suspension	 of	 Release	 of	
Goods	 Containing	
Intellectual	 Property	
Subject‐Matters	

1. Если при совершении таможенных операций, 
связанных с помещением под таможенные процедуры 
товаров, содержащих объекты интеллектуальной 
собственности, включенных в таможенный реестр, 
который ведется таможенным органом государства - 
члена таможенного союза, или в единый таможенный 
реестр объектов интеллектуальной собственности 
государств - членов таможенного союза, таможенным 
органом обнаружены признаки нарушения прав 
интеллектуальной собственности, выпуск таких 
товаров приостанавливается сроком на 10 (десять) 
рабочих дней. 

1. If in the course of the customs operations 
involving placement under the customs procedure of 
goods containing the intellectual property subject-
matters included in the customs register kept by the 
customs authorities of Member States of the 
Customs Union, or in the Common Customs 
Registry of Intellectual Property Subject-Matters of 
the Member States of the Customs Union, a customs 
authority has discovered traces of infringement of 
intellectual property rights, release of such goods 
shall be suspended for a period of 10 (ten) working 
days. 

По запросу правообладателя или лица, 
представляющего его интересы, этот срок может быть 
продлен таможенным органом, но не более чем на 10 
(десять) рабочих дней, если указанные лица обратились 
в уполномоченные органы за защитой прав 
правообладателя в соответствии с законодательством 
государств - членов таможенного союза. 

Upon request, the right holder or person representing 
his interests, this period may be extended by customs 
authorities, but no more than for 10 (ten) working 
days, if those persons have referred to the competent 
authorities for the protection of right of the rights 
holder in accordance with the laws of the Member 
States of the Customs Union. 

Решения о приостановлении выпуска товаров и о 
продлении срока приостановления выпуска товаров 
принимаются в письменной форме руководителем 
таможенного органа или уполномоченным им лицом. 

The decision to suspend release of goods and to 
extend the suspension of the release of goods made 
in writing by the head of the customs authority or his 
representative. 

2. Таможенный орган не позднее 1 (одного) рабочего 
дня, следующего за днем принятия решения о 
приостановлении выпуска товаров, содержащих 
объекты интеллектуальной собственности, уведомляет 
декларанта и правообладателя или лиц, 
представляющих их интересы, о таком 
приостановлении, причинах и сроках приостановления, 
а также сообщает декларанту наименование (фамилию, 
имя, отчество) и место нахождения (адрес) 
правообладателя и (или) лица, представляющего его 

2. The customs authority not later than 1 (one) 
business day following the day the decision to 
suspend release of goods containing intellectual 
property subject-matters shall notify the declarant 
and the right holder or persons representing their 
interests, of such suspension, the causes and period 
of the suspension, as well as reports to the declarant 
name (last name, first name, middle name) and 
location (address) of the right holder and (or) the 
person representing his interests, and to the right 
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интересы, а правообладателю или лицу, 
представляющему его интересы, - наименование 
(фамилию, имя, отчество) и место нахождения (адрес) 
декларанта. 

holder or the person representing his interests, - 
name (last name, first name, middle name) and 
location (address) of the declarant. 

3. По истечении срока приостановления выпуска 
товаров, содержащих объекты интеллектуальной 
собственности, выпуск таких товаров возобновляется и 
производится в порядке, установленном настоящим 
Кодексом, за исключением случаев, когда 
таможенному органу представлены документы, 
подтверждающие изъятие товаров, наложение на них 
ареста либо их конфискацию, либо иные документы в 
соответствии с законодательством государств - членов 
таможенного союза. 

3. Upon expiration of the suspension of the release 
of goods containing intellectual property subject-
matters, the release of such goods shall be resumed 
and carried out in the manner prescribed by this 
Code, except the documents have been submitted to 
the the customs authorities confirming the removal 
of goods, seizure or forfeiture, or other documents in 
accordance with the laws of the Member States of 
the Customs Union. 

4. Таможенные органы вправе приостановить выпуск 
товаров, содержащих объекты интеллектуальной 
собственности, не включенные в таможенный реестр 
объектов интеллектуальной собственности, который 
ведется таможенным органом государства - члена 
таможенного союза, и единый таможенный реестр 
объектов интеллектуальной собственности государств - 
членов таможенного союза, без заявления 
правообладателя в порядке, определенном 
законодательством государств - членов таможенного 
союза. 

4. Customs authorities, in the order established by 
the legislation of the Member-States of the Customs 
Union, may suspend the release of goods containing 
intellectual property subject-matters which are not 
included in the customs register of intellectual 
property subject-matters kept by the customs 
authority of a Member-State of the Customs Union 
and the Common Customs Registry of Intellectual 
Property Subject-Matters of the Member States of 
the Customs Union, without the right holder's 
application. 

5. Правообладатель в соответствии с гражданским 
законодательством государств - членов таможенного 
союза несет ответственность за имущественный вред 
(ущерб), причиненный декларанту, собственнику, 
получателю товаров, содержащих объекты 
интеллектуальной собственности, в результате 
приостановления выпуска товаров в соответствии с 
настоящей главой, если не будет установлено 
нарушение прав правообладателя. 

5. The right holder, in accordance with civil 
legislation of the Member-States of the Customs 
Union, shall be liable for the property damage 
(losses) caused to the declarant, owner, recipient of 
the goods containing intellectual property subject-
matters as a result of the suspension of the release of 
goods in accordance with this Chapter, unless 
infringement of right holder’s rights is determined. 

Статья	332.		 Отмена	 решения	 о	
приостановлении	 выпуска	
товаров,	 содержащих	 объекты	
интеллектуальной	
собственности	

Article	332.			 Cancellation	 of	 Suspension	
of	 Release	 of	 Goods	
Containing	 Intellectual	
Property	Subject‐Matters	

1. Решение о приостановлении выпуска товаров 
подлежит отмене до истечения срока приостановления 
выпуска товаров, если: 

1. The decision on the suspension of the release of 
the goods shall be canceled before the expiration of 
period of the suspension of the release of goods, if: 

1) в таможенный орган поступило заявление 
правообладателя или лица, представляющего его 
интересы, об отмене такого решения; 

1) the customs office received a request of the right 
holder or person representing his interests for 
cancellation of the decision; 
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2) объект интеллектуальной собственности исключен 
из таможенного реестра объектов интеллектуальной 
собственности, который ведется таможенным органом 
государства - члена таможенного союза и единого 
таможенного реестра объектов интеллектуальной 
собственности государств - членов таможенного союза; 

2) the intellectual property subject-matter is 
excluded from the customs register of intellectual 
property subject-matters kept by the customs 
authority of a Member-State of the Customs Union, 
and from the Common Customs Registry of 
Intellectual Property Subject-Matters of the Member 
States of the Customs Union; 

3) иные случаи определены законодательством 
государств - членов таможенного союза. 

3) other cases determined by the legislation of the 
Member-States of the Customs Union. 

2. Отмена решения о приостановлении выпуска товаров 
оформляется в письменной форме руководителем 
таможенного органа или уполномоченным им лицом. 

2. Cancellation of suspension of release of goods 
shall be made in writing to the head of the customs 
authority or his representative. 

3. После отмены решения о приостановлении выпуска 
товаров выпуск таких товаров возобновляется и 
производится в соответствии с настоящим Кодексом, 
если иное не предусмотрено законодательством 
государств - членов таможенного союза. 

3. After cancellation of the suspension of the release 
of the goods, the release of such goods is resumed 
and carried out in accordance with this Code, unless 
otherwise stipulated by the legislation of the 
Member States of the Customs Union. 

Статья	333.		 Предоставление	 информации,	
взятие	проб	и	образцов	товаров	

Article	333.			 Providing	 Information,	
Taking	 Samples	 and	
Specimens	of	Goods	

 

1. Таможенный орган представляет декларанту, 
правообладателю или лицу, представляющему его 
интересы, информацию о товарах, в отношении 
которых принято решение о приостановлении выпуска. 

1. The customs authority shall provide the declarant, 
right holder or a person representing his interests, 
with the information of the goods in respect of which 
the decision on the suspension of the release was 
made. 

2. Информация, полученная декларантом, 
правообладателем или лицом, представляющим его 
интересы, в соответствии с настоящей статьей, является 
конфиденциальной и не должна ими разглашаться, 
передаваться третьим лицам, а также государственным 
органам, за исключением случаев, предусмотренных 
законодательством государств - членов таможенного 
союза. 

2. Information received, in accordance with this 
Article, by the declarant, right holder or  person 
representing his interests shall be confidential and 
should not be divulged by them, disclosed to third 
persons, as well as to governmental authorities, 
except of the cases determined by the legislation of 
the Member States of the Customs Union. 

3. С письменного разрешения таможенного органа 
правообладатель, декларант или их представители 
имеют право под таможенным контролем отбирать 
пробы и образцы товаров, в отношении которых 
принято решение о приостановлении их выпуска, 
проводить их исследование, а также осматривать, 
фотографировать или иным образом фиксировать такие 
товары. 

3. With the written permission of the customs 
authority the right holder, declarant, or their 
representatives shall have the right, under the 
customs control, to take samples and specimens of 
the goods in respect of which the decision on the 
suspension of their release was made, to conduct 
their analysis, and to examine, photograph or 
otherwise record such goods. 
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税関規則 

О	таможенном	регулировании		
в	Российской	Федерации	

On	Customs	Regulation		
in	the	Russian	Federation	

Федеральный закон от 27 ноября 2010 г. (с 
изменениями по состоянию на 13 июля 2015 г.) 

Federal Law No. 311-FZ of November 27, 2010 (as 
last amended on July 13, 2015) 

(извлечения) (excerpt) 

Глава	42.	МЕРЫ	ПО	ЗАЩИТЕ	ПРАВ	НА	ОБЪЕКТЫ	
ИНТЕЛЛЕКТУАЛЬНОЙ	СОБСТВЕННОСТИ	

Chapter	42.	Measures	for	Protecting	Rights	to	
Intellectual	Property	Subject‐Matters	

Статья	305.		 Основания	 принятия	 мер	 по	
защите	 прав	 на	 объекты	
интеллектуальной	 собственности	
таможенными	органами	

Article	305.		 Grounds	 for	 Customs	 Bodies	
to	 Take	 Measures	 for	
Protecting	 Rights	 to	
Intellectual	Property	Subject‐
Matters	

1. Таможенные органы принимают меры по защите прав 
на объекты интеллектуальной собственности, связанные 
с приостановлением выпуска товаров, в соответствии с 
главой 46 Таможенного кодекса Таможенного союза и 
настоящей главой. 

1. Customs bodies shall take measures for 
protecting rights to intellectual property subject-
matters relating to the suspension of clearance of 
goods, in accordance with Chapter 46 of the 
Customs Code of the Customs Union and the 
present chapter. 

2. Меры по защите прав на объекты интеллектуальной 
собственности принимаются в отношении товаров, 
содержащих объекты авторского права и смежных прав, 
товарные знаки, знаки обслуживания и наименования 
мест происхождения товара (далее - объект 
интеллектуальной собственности), включенные по 
заявлению правообладателя в таможенный реестр 
объектов интеллектуальной собственности. 
Таможенные органы вправе принимать меры по защите 
прав на объекты интеллектуальной собственности без 
заявления правообладателя в соответствии с настоящей 
главой. 

2. Measures for protecting rights to intellectual 
property subject-matters shall be taken in respect of 
the goods containing subject-matters of copyright 
law and related rights, trademarks, service marks 
and appellation of origin of products (hereinafter 
referred to as "subject-matter of intellectual 
property") included on an application of the 
rightholder in the customs register of intellectual 
property subject-matters. Customs bodies are 
entitled to take measures for protecting rights to 
intellectual property subject-matters without an 
application of the rightholder in accordance with 
this Chapter. 
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Статья	306.		 Подача	 заявления	
правообладателем	 и	 порядок	 его	
рассмотрения	

Article	306.		 The	 Filing	 of	 an	 Application	
by	 a	 Rightholder	 and	 the	
Procedure	 for	 Consideration	
Thereof		

 
1. Правообладатель, имеющий достаточные основания 
полагать, что может иметь место нарушение его прав в 
соответствии с законодательством Российской 
Федерации в связи с ввозом товаров в Российскую 
Федерацию или их вывозом из Российской Федерации 
либо при совершении иных действий с товарами, 
находящимися под таможенным контролем, вправе 
подать в федеральный орган исполнительной власти, 
уполномоченный в области таможенного дела, 
заявление о включении соответствующего объекта 
интеллектуальной собственности в таможенный реестр 
объектов интеллектуальной собственности. Действия, 
предусмотренные таможенным законодательством 
Таможенного союза и настоящим Федеральным 
законом, от имени правообладателя может осуществлять 
его представитель. 

1. A rightholder having sufficient ground to believe 
that his right may be infringed in accordance with 
the legislation of the Russian Federation in 
connection with the import of goods into the 
Russian Federation or the export thereof out of the 
Russian Federation or when other actions take place 
involving goods being under customs control is 
entitled to file an application with the federal 
customs authority asking for inclusion of the 
relevant intellectual property subject-matter in the 
customs register of intellectual property subject-
matters. On behalf of the rightholder the actions 
envisaged by the customs legislation of the Customs 
Union and this Federal Law may be committed by 
his representative. 

2. Заявление о включении объекта интеллектуальной 
собственности в таможенный реестр объектов 
интеллектуальной собственности должно содержать 
сведения: 

2. The application for inclusion of the intellectual 
property subject-matter in the customs register of 
intellectual property subject-matters shall contain 
information on:  

1) о правообладателе, а в случае, если заявление 
подается его представителем, также о представителе; 

1) the rightholder and if the application is filed by 
his representative also on the representative; 

2) об объекте интеллектуальной собственности; 2) the intellectual property subject-matter; 

3) о товарах, ввоз которых в Российскую Федерацию 
или их вывоз из Российской Федерации или совершение 
с которыми иных действий во время их нахождения под 
таможенным контролем, по мнению правообладателя, 
влечет нарушение его прав, достаточно подробные для 
того, чтобы таможенные органы могли выявить такие 
товары; 

3) the goods the import of which into the Russian 
Federation or export out of the Russian Federation 
or the involvement of which in other actions while 
they are under customs control in the rightholder's 
opinion cause an infringement of his rights -- 
sufficiently detailed for the customs bodies to 
identify such goods; 

4) о сроке, в течение которого таможенные органы 
будут принимать меры, связанные с приостановлением 
выпуска товаров. 

4) the term during which customs bodies are going 
to take measures relating to the suspension of the 
clearance of the goods. 

3. К заявлению прилагаются документы, 
подтверждающие наличие права на объект 
интеллектуальной собственности (свидетельство, 
договор об отчуждении исключительного права, 
договор о предоставлении исключительной лицензии, 
другие документы, которые правообладатель может 
представить в подтверждение своих прав на объекты 
интеллектуальной собственности), а если заявление 
подается представителем, к указанному заявлению 
прилагается также доверенность, выданная 
правообладателем такому лицу. Правообладатель может 
приложить к заявлению образцы товаров, которые могут 
служить подтверждением имеющегося, по его мнению, 
факта нарушения прав правообладателя на объекты 

3. The application shall be filed together with 
documents confirming the existence of a right to the 
intellectual property subject-matter (a certificate, a 
contract of alienation of the exclusive right, a 
contract on the granting of an exclusive licence or 
other documents the rightholder can submit to 
confirm his rights to the intellectual property 
subject-matters) and if the application is filed by a 
representative said application shall also be filed 
together with a power of attorney issued by the 
rightholder to such person. The rightholder may 
attach to the application specimens of the goods 
which can serve as a confirmation of the allegedly 
existing fact that rightsowner’s rights to the 
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интеллектуальной собственности. intellectual property subject-matters have been 
infringed upon. 

4. Порядок подачи заявления, требования к заявляемым 
сведениям и представляемым документам в зависимости 
от вида объекта интеллектуальной собственности 
определяются федеральным органом исполнительной 
власти, уполномоченным в области таможенного дела. 

4. Depending on the type of intellectual property the 
procedure for filing an application, the requirements 
applicable to declared information and submitted 
documents shall be defined by the federal customs 
authority. 

5. К заявлению прилагается обязательство 
правообладателя в письменной форме о возмещении 
имущественного вреда, который может быть причинен 
декларанту, собственнику, получателю товаров или 
иным лицам в связи с приостановлением выпуска 
товаров. 

5. The application shall be filed together with the 
rightholder's written undertaking to provide 
compensation for property damage that may be 
caused to the declarant, owner, consignee of the 
goods or other persons in connection with the 
suspension of the clearance of the goods. 

6. Федеральный орган исполнительной власти, 
уполномоченный в области таможенного дела, 
рассматривает заявление в срок, не превышающий 
одного месяца со дня поступления заявления, и 
принимает решение о принятии мер, связанных с 
приостановлением выпуска товаров, или об отказе в 
принятии таких мер и во включении объекта 
интеллектуальной собственности в таможенный реестр 
объектов интеллектуальной собственности. 

6. The application shall be considered by the federal 
customs authority within one month after the date 
on which it is received which shall take a decision 
on taking measures relating to the suspension of the 
clearance of the goods or on refusal to take such 
measures and to include the intellectual property 
subject-matter in the customs register of intellectual 
property subject-matters. 

7. В целях проверки достоверности представленных 
правообладателем сведений федеральный орган 
исполнительной власти, уполномоченный в области 
таможенного дела, вправе запрашивать у 
правообладателя (его представителя), третьих лиц, а 
также у государственных органов документы, 
подтверждающие заявленные сведения. Запрашиваемые 
документы должны быть представлены в течение 10 
дней со дня получения запроса. При этом федеральный 
орган исполнительной власти, уполномоченный в 
области таможенного дела, вправе продлить срок 
рассмотрения заявления, но не более чем на один месяц. 

7. For the purpose of verifying the reliability of the 
information provided by the rightholder the federal 
customs authority is entitled to request documents 
from the rightholder (his representative), third 
persons and also from state bodies confirming the 
declared information. The documents requested 
shall be provided within ten days after the request is 
received. In this case, the federal customs authority 
is entitled to extend the term for considering the 
application by up to one month. 

8. Рассмотрение заявления может быть приостановлено 
при непредставлении правообладателем (его 
представителем) запрошенных документов, имеющих 
существенное значение для принятия решения. При 
этом общий срок рассмотрения заявления не может 
быть более трех месяцев. При непоступлении от 
правообладателя (его представителя) запрошенных 
документов заявление считается отозванным и 
дальнейшему рассмотрению не подлежит, о чем 
правообладатель (его представитель) уведомляется в 
письменной или электронной форме. 

8. The consideration of the application may be 
suspended if the rightholder (his representative) 
fails to submit requested documents which have a 
substantial significance for taking a decision. In this 
case, the entire term for consideration of the 
application shall not exceed three months. If the 
documents requested have not been received from 
the rightholder (his representative) the application 
shall be deemed withdrawn and not subject to 
further consideration, with the rightholder (his 
representative) being notified accordingly in writing 
or in electronic form. 
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9. Решение об отказе в принятии мер, связанных с 
приостановлением выпуска товаров, и во включении 
объекта интеллектуальной собственности в таможенный 
реестр объектов интеллектуальной собственности 
принимается в случае, если представленные документы 
не подтверждают принадлежность заявителю прав на 
объект интеллектуальной собственности или в случае 
представления заявителем недостоверных сведений. 
Решение об отказе во включении объекта 
интеллектуальной собственности в таможенный реестр 
объектов интеллектуальной собственности принимается 
также в случае несоблюдения правообладателем 
требования, установленного частью 2 статьи 307 
настоящего Федерального закона. 

9. A decision on refusal to take measures relating to 
the suspension of the clearance of the goods and to 
include the intellectual property subject-matter in 
the customs register of intellectual property subject-
matters shall be taken if the documents filed do not 
confirm that the applicant has the rights to the 
intellectual property subject-matter or if the 
applicant has provided untrue information. A 
decision on refusal to include the intellectual 
property subject-matter in the customs register of 
intellectual property subject-matters shall also be 
taken if the rightholder does not observe the 
requirement established by Part 2 of Article 307(2) 
of the this Federal Law. 

10. О принятом решении правообладатель уведомляется 
в письменной или электронной форме в течение трех 
дней со дня принятия такого решения. 

10. The rightholder shall be notified in writing or 
electronic form of the decision taken within three 
days after the date of the decision. 

11. В случае изменения сведений, указанных в 
заявлении либо в прилагаемых к нему документах, 
правообладатель обязан незамедлительно сообщить об 
этом в федеральный орган исполнительной власти, 
уполномоченный в области таможенного дела. 

11. If a change has occurred in the details provided 
in the application or in the documents attached 
thereto the rightholder shall immediately inform the 
federal customs authority accordingly. 

Статья	307.		 Таможенный	 реестр	 объектов	
интеллектуальной	собственности	

Article	307.		 The	 Customs	 Register	 of	
Intellectual	Property	Subject‐
Matters	

1. В таможенный реестр объектов интеллектуальной 
собственности (далее - реестр) включаются объекты 
авторского права, объекты смежных прав, товарные 
знаки, знаки обслуживания и наименования мест 
происхождения товара, в отношении которых 
федеральным органом исполнительной власти, 
уполномоченным в области таможенного дела, принято 
решение о принятии мер, связанных с 
приостановлением выпуска товаров. За включение в 
реестр плата не взимается. Реестр ведет федеральный 
орган исполнительной власти, уполномоченный в 
области таможенного дела, в порядке, установленном 
этим органом. 

1. The following shall be included in the customs 
register of intellectual property subject-matters 
(hereinafter referred to as "the register"): the 
copyright law subject-matters, subject-matters of 
related rights, trademarks, service marks and 
appellations of origin in respect of which the federal 
customs authority has taken a decision on taking 
measures relating to the suspension of clearance of 
goods. Inclusion in the register is free of charge. 
The register shall be kept by the federal customs 
authority in the procedure established by that 
authority. 

2. Объекты интеллектуальной собственности, в 
отношении которых федеральным органом 
исполнительной власти, уполномоченным в области 
таможенного дела, принято решение о принятии мер, 
связанных с приостановлением выпуска товаров, 
включаются в реестр при условии, что 
правообладателем застрахован риск ответственности за 
причинение вреда в пользу лиц, указанных в части 5 
статьи 306 настоящего Федерального закона. При этом 
страховая сумма должна быть не менее 300 000 рублей. 

2. The intellectual property subject-matters in 
respect of which the federal customs authority has 
taken a decision on taking measures relating to the 
suspension of clearance of goods shall be included 
in the register on the condition that the rightholder 
insures the risk of liability for infliction of harm for 
the benefit of the persons specified in Article 306(5) 
of this Federal Law. In this case, the sum of security 
for the undertaking or the insured amount shall be at 
least 300,000 roubles. 
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3. При непредставлении правообладателем в 
федеральный орган исполнительной власти, 
уполномоченный в области таможенного дела, договора 
страхования (страхового полиса) риска ответственности 
за причинение вреда в пользу лиц, указанных в части 5 
статьи 306 настоящего Федерального закона, в течение 
одного месяца со дня направления уведомления о 
принятом решении о принятии мер, связанных с 
приостановлением выпуска товаров, указанный 
федеральный орган принимает решение об отказе во 
включении объекта интеллектуальной собственности в 
реестр. 

3. If within one month after the date of dispatch of a 
notice of the taken decision on taking measures 
relating to the suspension of clearance of the goods 
the rightholder fails to file a contract of insurance 
(certificate of insurance) of the risk of liability for 
infliction of harm for the benefit of the persons 
specified in Part 5 of Article 306 of the present 
Federal Law the federal customs authority shall take 
a decision on refusal to include the intellectual 
property subject-matter in the register. 

4. Объект интеллектуальной собственности исключается 
из реестра при наличии хотя бы одного из следующих 
оснований: 

4. An intellectual property subject-matter shall be 
strike off the register, if at least one of the following 
conditions exists: 

1) подача правообладателем заявления об исключении 
объекта интеллектуальной собственности из реестра; 

1) the rightholder files a request for removal of the 
intellectual property subject-matter from the 
register; 

2) невыполнение правообладателем условия, 
предусмотренного частью 2 настоящей статьи; 

2) the rightholder failures to observe the conditions 
envisaged by Part 2 of this Article; 

3) прекращение правовой охраны объекта 
интеллектуальной собственности в установленном 
порядке; 

3) legal protection of the intellectual property 
subject-matter has been terminated in the 
established procedure; 

4) выявление недостоверных сведений, представленных 
при подаче заявления о включении объекта 
интеллектуальной собственности в реестр. 

4) untrue data has been revealed in the information 
provided when the application for inclusion of the 
intellectual property subject-matter was filed. 

4.1. Федеральный орган исполнительной власти, 
уполномоченный в области таможенного дела, вправе 
запрашивать у правообладателя (его представителя), 
третьих лиц, а также у государственных органов 
документы, подтверждающие основания, указанные в 
пунктах 2 - 4 части 4 настоящей статьи. 

4.1. The federal customs authority shall have the 
right to request from the rightholder (his 
representative), third parties, as well as from the 
public authorities documents proving grounds 
specified in Paragraphs 2-4 of Part 4 of this Article. 

5. В реестр могут быть внесены изменения на основании 
информации, поступившей: 

5. Amendments may be made to the register on the 
basis of information received: 

1) от правообладателя об изменении сведений, 
указанных в заявлении о включении объекта 
интеллектуальной собственности в реестр либо в 
прилагаемых к нему документах; 

1) from a rightholder (his representative) about a 
change in the information provided in the 
application for inclusion of an intellectual property 
subject-matter in the register or in the documents 
attached thereto; 

2) от правоохранительных или иных государственных 
органов, а также от физических или юридических лиц о 
том, что лица, указанные в реестре в качестве 
правообладателя, лишены прав или ограничены в правах 
на объект интеллектуальной собственности. 

2) from law-enforcement or other state bodies and 
also from natural persons or legal entities according 
to which the persons mentioned in the register as 
rightholders have been stripped of rights or their 
rights to an intellectual property subject-matter have 
been limited. 

6. Внесение изменений в реестр осуществляется на 
основании решения федерального органа 
исполнительной власти, уполномоченного в области 
таможенного дела. 

6. The register shall be amended on the basis of a 
decision of the federal customs authority.  
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7. Внесению изменений в реестр может предшествовать 
проверка поступившей информации на основании 
решения федерального органа исполнительной власти, 
уполномоченного в области таможенного дела, о чем 
правообладатель и таможенные органы уведомляются 
не позднее одного рабочего дня после принятия 
соответствующего решения. В период проведения 
проверки принятие мер, связанных с приостановлением 
выпуска товаров, содержащих такой объект 
интеллектуальной собственности, таможенными 
органами не осуществляется. 

7. The amendment of the register may be preceded 
by verification of received information according to 
a decision of the federal customs authority, with the 
rightholder and customs bodies being notified 
accordingly not later than on the working day 
following the date of the relevant decision. During 
the period of verification measures relating to the 
suspension of clearance of the goods containing 
such intellectual property subject-matters shall not 
be taken by customs bodies. 

8. Течение срока, на который объект интеллектуальной 
собственности внесен в реестр, может быть 
приостановлено на время, необходимое для проверки, 
но не более чем на два месяца. 

8. The lapsing of the term for which an intellectual 
property subject-matter has been entered in the 
register may be suspended for the period required 
for verification by up to two months. 

9. Федеральный орган исполнительной власти, 
уполномоченный в области таможенного дела, 
обеспечивает опубликование данных реестра в своих 
официальных изданиях и их размещение на своем 
официальном сайте в информационно-
телекоммуникационной сети "Интернет" в 
установленном им порядке. 

9. The federal customs authority shall make sure the 
data of the register are published in its official 
publications and placed on its official internet 
website in the procedure established by it. 

Статья	308.		 Приостановление	 выпуска	
товаров,	 содержащих	 объекты	
интеллектуальной	 собственности,	
не	внесенные	в	реестр	

Article	308.		 Suspending	 the	 Clearance	 of	
the	 Goods	 Containing	
Intellectual	Property	Subject‐
Matters	 Which	 Have	 Not	
Been	Entered	in	the	Register		

1. Таможенные органы вправе приостанавливать выпуск 
товаров, содержащих объекты интеллектуальной 
собственности, не внесенные в реестр, при обнаружении 
признаков нарушения прав интеллектуальной 
собственности и при наличии информации о 
правообладателе (его представителе) на территории 
Российской Федерации. Таможенные органы вправе 
запрашивать у правообладателя информацию, 
необходимую для осуществления полномочий, 
предусмотренных настоящей статьей. При 
приостановлении выпуска товаров в соответствии с 
настоящей статьей таможенные органы не позднее 
следующего дня после дня приостановления выпуска 
товаров информируют об этом правообладателя и 
декларанта. 

1. Customs bodies are entitled to suspend the 
clearance of goods containing intellectual property 
subject-matters which have not been entered in the 
register if signs of a breach of intellectual property 
rights are discovered and if information is available 
about the rightholder (his representative) on the 
territory of the Russian Federation. Customs bodies 
are entitled to request that the rightholder provide 
the information required to execute the powers 
envisaged by this Article. If the clearance of goods 
is suspended in accordance with the present article 
customs bodies shall inform the rightholder and the 
declarant accordingly not later than on the day 
following the date of suspension of clearance of the 
goods. 

2. Выпуск товаров приостанавливается на семь рабочих 
дней. Таможенный орган вправе продлить указанный 
срок, но не более чем на 10 рабочих дней, если 
правообладатель направил в таможенный орган 
обращение в письменной форме о таком продлении и 
подал в федеральный орган исполнительной власти, 
уполномоченный в области таможенного дела, 
заявление о включении соответствующего объекта 
интеллектуальной собственности в реестр в 
соответствии со статьей 306 настоящего Федерального 

2. The clearance of goods shall be suspended for 
seven working days. The customs body is entitled to 
extend said term by up to ten working days if the 
rightholder has sent a term-extension application in 
writing to the customs body and filed an application 
with the federal customs authority for inclusion of 
the relevant intellectual property subject-matter in 
the register in accordance with Article 306 of this 
Federal Law. 
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закона. 

3. Правообладатель вправе получать от таможенного 
органа информацию о товарах, в отношении которых 
было принято решение о приостановлении выпуска в 
соответствии с настоящей статьей, а также брать пробы 
и образцы таких товаров. 

3. The rightholder is entitled to receive information 
from the customs body about the goods in respect of 
which a clearance suspension decision is taken in 
accordance with the present article and also to take 
samples and specimens of such goods. 

4. Решение о приостановлении выпуска товаров 
подлежит отмене до истечения срока приостановления 
выпуска товаров, если имеющаяся у таможенного 
органа информация о правообладателе не подтвердилась 
или правообладатель обратился в таможенный орган с 
просьбой об отмене такого решения, а также в случае, 
предусмотренном статьей 310 настоящего Федерального 
закона. Если до момента истечения срока 
приостановления выпуска товаров правообладателем не 
выполнены условия, предусмотренные частью 2 
настоящей статьи, либо уполномоченным органом не 
принято решение об изъятии товаров, о наложении 
ареста или об их конфискации, выпуск товаров 
осуществляется в порядке, установленном таможенным 
законодательством Таможенного союза и настоящим 
Федеральным законом. 

4. A decision on suspension of the clearance of 
goods shall be revoked before the expiry of the term 
of suspension of clearance of the goods if the 
information held by the customs body concerning 
the rightholder has not been confirmed or the 
rightholder (his representative) has asked the 
customs body to revoke such decision and also in 
the case envisaged by Article 310 of this Federal 
Law. Unless before the expiry of the period of 
suspension of clearance of the goods the rightholder 
fulfilled the conditions set out in Part 2 of this 
Article or the empowered body took a decision on 
seizure of the goods, arrest or confiscation thereof, 
the goods shall be cleared in the procedure 
established by the customs legislation of the 
Customs Union and this Federal Law. 

5. Меры, предусмотренные настоящей статьей, не 
применяются в отношении товаров, содержащих 
объекты интеллектуальной собственности, по которым 
ранее принимались меры в соответствии с настоящей 
статьей. 

5. The measures envisaged by the present article are 
not applicable to the goods containing intellectual 
property subject-matters on which measures have 
been earlier taken in accordance with this Article. 

Статья	309.		 Сроки	 принятия	 решений	
таможенными	 органами	 при	
принятии	 мер,	 связанных	 с	
приостановлением	 выпуска	
товаров	

Article	309.		 Term	 for	 Customs	 Bodies	 to	
Take	Decisions	While	Taking	
Measures	 Relating	 to	 the	
Suspension	 of	 Clearance	 of	
Goods		

Решения таможенных органов о приостановлении 
выпуска товаров, о продлении срока приостановления 
выпуска товаров, об отмене решения о приостановлении 
выпуска товаров, а также о предоставлении права на 
информацию и взятие проб и образцов принимаются 
таможенным органом не позднее следующего рабочего 
дня со дня обнаружения признаков нарушения прав 
интеллектуальной собственности, поступления 
соответствующего письменного обращения либо 
совершения иного действия, являющегося основанием 
для принятия соответствующего решения. 

Customs bodies' decisions on suspension of the 
clearance of goods, extension of the term of 
suspension of clearance of goods, revocation of a 
decision on suspension of the clearance of goods 
and also on the grant of the right to information and 
to the taking of samples and specimens shall be 
taken by a customs body not later than the next 
working day after the date of discovery of signs of a 
breach of intellectual property rights, of receipt of a 
relevant written application or of the commission of 
another action deemed ground for the taking of the 
relevant decision. 
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Статья	310.		 Помещение	 товаров,	 выпуск	
которых	 приостановлен,	 под	
таможенную	 процедуру	
уничтожения	

Article	310.		 Placing	 the	 Goods	 Whose	
Clearance	 Has	 Been	
Suspended	 under	 the	
Customs	 Procedure	 of	
Destruction		

 

В течение срока приостановления выпуска товаров в 
соответствии со статьей 331 Таможенного кодекса 
Таможенного союза или статьей 308 настоящего 
Федерального закона декларант при наличии 
письменного согласия правообладателя на уничтожение 
товаров может заявить таможенную процедуру 
уничтожения товаров, выпуск которых приостановлен. 
В этом случае решение таможенного органа о 
приостановлении выпуска товаров подлежит отмене. 

Within the period of suspension of the clearance of 
goods in accordance with Article 331 of the 
Customs Code of the Customs Union or Article 308 
of this Federal Law the declarant may declare -- if 
there is written consent of the rightholder to the 
destruction of the goods -- the customs procedure of 
destruction of the goods whose clearance has been 
suspended. If this case the customs body's decision 
on suspension of the clearance of the goods shall be 
revoked. 
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行政違反法 

Кодекс	Российской	Федерации	об	
административных	
правонарушениях	

 

Code	of Administrative	Offences		
of	the	Russian	Federation	

 
Федеральный закон от 30 декабря 2001 года №195-ФЗ (с 

изменениями по состоянию на 3 ноября 2015 г.) 
Federal Law No. 195-FZ of December 30, 2001(as 

last amended on November 3, 2015) 
(извлечения) (excerpt) 

Статья	7.12.		 Нарушение	 авторских	 и	
смежных	 прав,	
изобретательских	и	 патентных	
прав	

Article	7.12.		 Violation	of	Copyright	and	
Related	 Rights,	 of	
Invention’s	 and	 Patent	
Rights	

1. Ввоз, продажа, сдача в прокат или иное незаконное 
использование экземпляров произведений или 
фонограмм в целях извлечения дохода в случаях, если 
экземпляры произведений или фонограмм являются 
контрафактными в соответствии с законодательством 
Российской Федерации об авторском праве и смежных 
правах либо на экземплярах произведений или 
фонограмм указана ложная информация об их 
изготовителях, о местах их производства, а также об 
обладателях авторских и смежных прав, а равно иное 
нарушение авторских и смежных прав в целях 
извлечения дохода, за исключением случаев, 
предусмотренных частью 2 статьи 14.33 настоящего 
Кодекса, - 

1. Import, sale, hiring out or any other illegal use of 
copies of works or phonograms for the purpose of 
deriving income, where the copies of works or 
phonograms are counterfeited under the laws of the 
Russian Federation on copyright and related rights, 
or where the information about the manufacturers of 
the copies of works or phonograms, or about the 
places of their production, as well as about the 
owners of the copyright and related rights, indicated 
on these copies, is false, as well as any other 
violation of copyright and related rights for the 
purpose of deriving income, except of the cases 
stipulated by Part 2 of Article 14.33 of this Code - 

влечет наложение административного штрафа на 
граждан в размере от одной тысячи пятисот до двух 
тысяч рублей с конфискацией контрафактных 
экземпляров произведений и фонограмм, а также 
материалов и оборудования, используемых для их 
воспроизведения, и иных орудий совершения 
административного правонарушения; на должностных 
лиц - от десяти тысяч до двадцати тысяч рублей с 
конфискацией контрафактных экземпляров 
произведений и фонограмм, а также материалов и 
оборудования, используемых для их воспроизведения, и 
иных орудий совершения административного 
правонарушения; на юридических лиц - от тридцати 
тысяч до сорока тысяч рублей с конфискацией 
контрафактных экземпляров произведений и 
фонограмм, а также материалов и оборудования, 
используемых для их воспроизведения, и иных орудий 
совершения административного правонарушения. 

shall entail the imposition of an administrative fine 
on citizens in the amount of 1,500 to 2,000 rubles 
accompanied by confiscation of counterfeited copies 
of works and phonograms, as well as of the 
materials and equipment, used for reproduction 
thereof, and of other instruments of committing the 
administrative offence; on officials in the amount of 
10,000 to 20,000 rubles accompanied by 
confiscation of counterfeited copies of works and 
phonograms, as well as of the materials and 
equipment used for reproduction thereof and of 
other instruments of committing the administrative 
offence, and on legal entities in the amount of 
30,000 to 40,000 rubles accompanied by 
confiscation of counterfeited copies of works and 
phonograms, as well as of the materials and 
equipment used for reproduction thereof and of 
other instruments of committing the administrative 
offence. 

2. Незаконное использование изобретения, полезной 
модели либо промышленного образца, за исключением 
случаев, предусмотренных частью 2 статьи 14.33 

2. Unlawful use of an invention, a utility model or 
an industrial design, except of the cases stipulated 
by Part 2 of Article 14.33 of this Code, or disclosure 
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настоящего Кодекса, разглашение без согласия автора 
или заявителя сущности изобретения, полезной модели 
либо промышленного образца до официального 
опубликования сведений о них, присвоение авторства 
или принуждение к соавторству - 

of the essence of an invention, of a utility model or 
of an industrial design without the author's or 
applicant's consent prior to the official publication 
of information about them, or appropriation of 
inventorship and coercion to co-inventorship - 

влечет наложение административного штрафа на 
граждан в размере от одной тысячи пятисот до двух 
тысяч рублей; на должностных лиц - от десяти тысяч до 
двадцати тысяч рублей; на юридических лиц - от 
тридцати тысяч до сорока тысяч рублей. 

shall entail the imposition of an administrative fine 
in the amount of 1,500 to 2,000 rubles, on officials 
in the amount of 10,000 to 20,000 rubles, and on 
legal entities in the amount of from 30,000 to 
40,000 rubles. 

(…) (…) 

Статья	7.28.		 Нарушение	 установленного	
порядка	 патентования	
объектов	 промышленной	
собственности	 в	 иностранных	
государствах	

Article	7.28.		 Violating	 the	 Established	
Procedure	 for	 Patenting	
Objects	 of	 Industrial	
Property	in	Foreign	States	

Нарушение установленного порядка 
патентования объектов промышленной собственности в 
иностранных государствах - 

Violating the established procedure for patenting 
objects of industrial property in foreign countries - 

влечет наложение административного штрафа 
на граждан в размере от одной тысячи до двух тысяч 
рублей; на юридических лиц - от пятидесяти тысяч до 
восьмидесяти тысяч рублей. 

shall entail the imposition of an administrative fine 
on citizens in the amount of 1,500 to 2,000 rubles, 
and on legal entities in the amount of from 50,000 to 
80,000 rubles. 

(…) (…) 

Статья	14.10.		 Незаконное	 использование	
средств	 индивидуализации	
товаров	(работ,	услуг)	

Article	14.10.		 Illegal	 Use	 of	 a	 Means	 of	
Individualisation	of	Goods	
(Works,	Services)	

 
1. Незаконное использование чужого товарного знака, 
знака обслуживания, наименования места 
происхождения товара или сходных с ними 
обозначений для однородных товаров, за исключением 
случаев, предусмотренных частью 2 настоящей статьи, - 

1. Unlawful use of another's trade mark, service 
mark, appellation of origin of goods or similar 
designations for the similar goods, excluding the 
cases envisaged by Part 2 of this Article – 

влечет наложение административного штрафа на 
граждан в размере от пяти тысяч до десяти тысяч 
рублей с конфискацией предметов, содержащих 
незаконное воспроизведение товарного знака, знака 
обслуживания, наименования места происхождения 
товара, а также материалов и оборудования, 
используемых для их производства, и иных орудий 
совершения административного правонарушения; на 
должностных лиц - от десяти тысяч до пятидесяти 
тысяч рублей с конфискацией предметов, содержащих 
незаконное воспроизведение товарного знака, знака 
обслуживания, наименования места происхождения 
товара, а также материалов и оборудования, 
используемых для их производства, и иных орудий 
совершения административного правонарушения; на 
юридических лиц - от пятидесяти тысяч до двухсот 
тысяч рублей с конфискацией предметов, содержащих 

shall entail the imposition of an administrative fine 
on citizens in the amount of 5,000 to 10,000 rubles 
accompanied by confiscation of the articles bearing 
an unlawful reproduction of a trade mark, service 
mark or the appellation of origin of goods, as well 
as of the materials and equipment used for 
production thereof and of other instruments of 
committing the administrative offence; on officials 
in the amount of 10,000 to 50,000 rubles 
accompanied by confiscation of the articles bearing 
an unlawful reproduction of a trade mark, service 
mark or the appellation of origin of goods, as well 
as of the materials and equipment used for 
production thereof and of other instruments of 
committing the administrative offence; and on legal 
entities in the amount of 50,000 to 200,000 rubles 
accompanied by confiscation of the articles bearing 
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незаконное воспроизведение товарного знака, знака 
обслуживания, наименования места происхождения 
товара, а также материалов и оборудования, 
используемых для их производства, и иных орудий 
совершения административного правонарушения. 

an unlawful reproduction of a trade mark, service 
mark or an appellation of origin of goods, as well as 
of the materials and equipment used for production 
thereof and of other instruments of committing the 
administrative offence. 

2. Производство в целях сбыта либо реализация товара, 
содержащего незаконное воспроизведение чужого 
товарного знака, знака обслуживания, наименования 
места происхождения товара или сходных с ними 
обозначений для однородных товаров, за исключением 
случаев, предусмотренных частью 2 статьи 14.33 
настоящего Кодекса, если указанные действия не 
содержат уголовно наказуемого деяния, - 

2. Production, for sale, or realization of goods 
containing the illegal reproduction of another's 
trademark, service mark, appellation of origin or 
similar signs for goods of the same type, except as 
provided by Part 2 of Article 14.33 of this Code, if 
these steps do not contain criminal activities, - 

влечет наложение административного штрафа на 
граждан в размере двукратного размера стоимости 
товара, явившегося предметом административного 
правонарушения, но не менее десяти тысяч рублей с 
конфискацией предметов, содержащих незаконное 
воспроизведение товарного знака, знака обслуживания, 
наименования места происхождения товара, а также 
материалов и оборудования, используемых для их 
производства, и иных орудий совершения 
административного правонарушения; на должностных 
лиц - в размере трехкратного размера стоимости товара, 
явившегося предметом административного 
правонарушения, но не менее пятидесяти тысяч рублей 
с конфискацией предметов, содержащих незаконное 
воспроизведение товарного знака, знака обслуживания, 
наименования места происхождения товара, а также 
материалов и оборудования, используемых для их 
производства, и иных орудий совершения 
административного правонарушения; на юридических 
лиц - в размере пятикратного размера стоимости товара, 
явившегося предметом административного 
правонарушения, но не менее ста тысяч рублей с 
конфискацией предметов, содержащих незаконное 
воспроизведение товарного знака, знака обслуживания, 
наименования места происхождения товара, а также 
материалов и оборудования, используемых для их 
производства, и иных орудий совершения 
административного правонарушения. 

shall entail the imposition of an administrative fine 
on citizens in the amount of double the cost of the 
goods, which was the subject of an administrative 
offence, but not less than 10,000 rubles 
accompanied by confiscation of the articles bearing 
an unlawful reproduction of a trade mark, service 
mark or the appellation of origin of goods, as well 
as of the materials and equipment used for 
production thereof and of other instruments of 
committing the administrative offence; on officials 
in the amount of tripple the cost of the goods, which 
was the subject of an administrative offence, but not 
less than 50,000 rubles accompanied by confiscation 
of the articles bearing an unlawful reproduction of a 
trade mark, service mark or the appellation of origin 
of goods, as well as of the materials and equipment 
used for production thereof and of other instruments 
of committing the administrative offence; and on 
legal entities in the amount of five times the cost the 
goods, which was the subject of an administrative 
offence, but not less than 100,000 roubles 
accompanied by confiscation of the articles bearing 
an unlawful reproduction of a trade mark, service 
mark or the appellation of origin of goods, as well 
as of the materials and equipment used for 
production thereof and of other instruments of 
committing the administrative offence. 

(…) (…) 

Статья	14.33.		 Недобросовестная	
конкуренция	 Article	14.33.		 Unfair	competition	

1. Недобросовестная конкуренция, если эти действия не 
содержат уголовно наказуемого деяния, за 
исключением случаев, предусмотренных статьей 14.3 
настоящего Кодекса и частью 2 настоящей статьи, - 

1. Unfair competition, if the actions don't have 
criminal character, excluding the actions envisaged 
by Article 14.3 of this Code and Part 2 of this 
Article,- 

влечет наложение административного штрафа на 
должностных лиц в размере от двенадцати тысяч до 
двадцати тысяч рублей; на юридических лиц - от ста 
тысяч до пятисот тысяч рублей. 

shall entail the imposing of an administrative fine 
upon officials amounted to 12,000-20,000 rubles; 
and upon legal entities - amounted to 100,000- 
500,000 rubles. 
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2. Недобросовестная конкуренция, выразившаяся во 
введении в оборот товара с незаконным использованием 
результатов интеллектуальной деятельности и 
приравненных к ним средств индивидуализации 
юридического лица, средств индивидуализации 
продукции, работ, услуг, - 

2. The unfair competition which has expressed in 
introduction into turnover of a good with illegal use 
of results of intellectual activity and means of 
individualisation of a legal entity, means of the 
individualisation of production, works, services, - 

влечет наложение административного штрафа на 
должностных лиц в размере двадцати тысяч рублей 
либо дисквалификацию на срок до трех лет; на 
юридических лиц - от одной сотой до пятнадцати сотых 
размера суммы выручки правонарушителя от 
реализации товара (работы, услуги), на рынке которого 
совершено правонарушение, но не менее ста тысяч 
рублей. 

shall entail the imposing of an administrative fine 
upon officials that amounts to 20,000 rubles or 
disqualification for a period of up to 3 years; and 
upon legal entities - amounts to 0.01 - 0.15 of 
violator' proceeds of the sales of goods (works or 
services) in the market where the violation occurred, 
but not less than 100,000 rubles. 

(…) (…) 
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 本冊子は、日本貿易振興機構が 2016 年 1 月現在入手している情報に基づくものであり、そ

の後の法律改正等によって変わる場合があります。また、掲載した情報・コメントは著者及び

当機構の判断によるものですが、一般的な情報・解釈がこのとおりであることを保証するもの

でないことを予めお断りします。 


